
コスモス男山　2024年度　第6回運営推進会議報告

日時: ２０２５年3月17日(月)　午後１時３０分～3時

場所: おいでやすコスモス103

利用者家族 １名 地域住民 ・代表者 3名 1.現況報告(資料①)

包括支援センタ－ １名 合計 6名 2.前回会議以降の活動と今後の予定(資料②)

高齢介護課 ０名 欠席者 2名 3.事業所サ－ビス評価総括表について(別紙)

介護事業に １名 職員(所長・理事長 5名 4.その他　意見交換

知見を有する者 事務局長・事務局員)

1.現況報告 資料①に沿って、所長が説明

・登録者18名　登録率62%

2.前回以降の活動と今後の予定

資料②に沿って、所長が説明

・虐待防止委員会　 2月・3月続けて実施。2月は職員研修でほぼ全員(介護、送迎、調理)参加し

　話し合った。

・新規介護ソフトは、従来使用していた介護ソフトに不具合が出たため導入

・職員が、お雛様(5段飾り)を持参。雛飾りの前で写真撮影をした 

3.事業所サービス評価総括表について(確定版)

資料③について

・サ－ビス評価の総括表を、ホームページに掲載し市役所へ提出。

4.その他　意見交換

・2月、3月　職員2名インフルエンザに罹患したが、利用者さんは大丈夫だった。

　その後、利用者さんから職員へのコロナ感染があったが、職員含め3人で蔓延はなかった。

・この1年は、今までにない程の起伏が多い年で入退院の方、グループホーム入所の方、

　通いで迎えに行くと亡くなられていた。

・高齢で持病有の方、独り暮らしの方、家族と同居でも一人の時間が長い方もいらっしゃる。

・介護現場の日々の変化「利用者さんの表情、日々のささやかな変化」を職員間で報告し、動けている。

・地域のニュ－スとして「安否確認訓練」をした。災害が起こった時、外から見える所に黄色い

　ハンカチを掲げることにした。高齢者の参加は多く、若者世代は少ない。

・町内会で防災訓練「防災倉庫内の確認、初期消火の訓練、救護・搬送訓練、テント・ベット見学

　(橋本小の防災倉庫)、家庭用簡易防災用品の紹介」➡毎回同じ訓練なので、テントや

　ベットの組み立て等、アクセントを考えたらよいかと思った。(実施時間は２時間半)

・コスモスは、災害時の避難場所は男山三中。食べ物、飲み物のストックはどのくらいあるのか

　➡最大1週間(3～4日は確実)

・認知症カフェセミナ－(武田病院実施、3月25日「カフェほうおう」)役所からの案内もある。

出席者 内容



・居宅が、どこもいっぱいで小規模多機能型さんにお願いすることがある。人数が増加すると思うので

　よろしくお願いしたい。

・第四住宅は12月に避難訓練を実施し、北側ベランダに白い布を付けることで安否確認をした。

　３か月たったいまでも付いたままである。災害時の安否確認用なので、はずすよう自治会に要望した。

・高齢化が進んでいる。ライフラインシステムに対して協力員2名いるが、協力員が施設入居した場合

　申請しなおしを行う。エレベーターが無い5階建ての為、住まいの移動が多い。

・50年以上の建物、東日本大震災の時より大きい震災の場合でも「何とかなるだろう」との思いの

　方が多く、準備していない方が多い。災害に対する準備の大切さを、福祉だよりに記載した。

・最近は、立つのにバランスを保つのが精いっぱいの状態である。介護用椅子(食事で使用)が役に立つ。

・避難時の準備に、水も大切だと思う。田舎なので、水路からトイレ用に使える。

・飲み水はｵ-ﾙ電化給湯器の水で対応。地下水道のある家も近所にある。懐中電灯の電池チェクは必要。

・介助者が倒れた時のヘルプが気になる(電気ポット使用で、家族への連絡確認も考える)

・コスモスの集まりで、先に情報を得られ早めに準備できている。

・介護状態が重くなっているが、繰り返し同じ行動をする事で、逆に楽な介護になった。

・入院時に患者本人が「延命治療、輸血はしない」と申請したことにより、家族から輸血希望を出すが

　病院は拒否。命のカプセルに、終末期医療の希望を書く欄があればと希望します。

・紙パンツでの排泄(防災訓練)も、いざという時に安心して行えると思う。

・小・中学校の校庭には、マンホ－ルを開けて仮設トイレになる仕組みがある。

・自衛隊の派遣もあるが、水・食料・トイレの大切さも考えなければいけないと思う。

・震災時のイレ使用禁止を、特にマンションは周知したい。(汚水管の割れ。詰まりが考えられる)

・高齢者の亡くなられる時期(冬～春)季節の変わり目は気に掛けたい。

・支援学校の実習生の卒業後は活躍の場はあるか➡卒業後3年間実技を経験したら介護福祉士を

　受験できる。

・包括支援センター(病院)では、ケアワーカー・ケアアシスタント等、障がい者手帳を持った方が

　働いている。職場階級があるので、いろんな働き方がある。

・福祉課(高校)の学生が減少している。

・実習生には直接的介護ではなく、トイレへ行くのを見てもらう、利用者さんへのお茶入れ、

　血圧測定等を、してもらった。

※次回2025年度第1回運営推進会議の予定　5月19日月曜日　13:30～15:00

　


